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「草取り知らずの 敷きつめ堆肥」

ができるまで

先人は、稲わらを敷いて上の上に覆いかぶせ (=マルチング)、 草を抑えてきました。そこ

で、我が家では長年、その稲わらの代わりに、落ち葉や芝生を刈 り取つた草を、畑の通路や、

ナス・ トマ ト・胡瓜の根元に敷いて、草を抑えてきました。しかしこれは、大変有効な方法

ではあるものの、落ち葉のある人、落ち葉のある季節、芝刈 りの草のある場合に限定され、

万人向きではありません。

そこで、だれでも手に入る堆肥を畑や通路に敷いて、実験をしてみました。厚さは 2セ ンチ

ほどです。すると、ほとんど草が生えてこなかつただけではなく、なんとなんと、ナスや ト

マ ト、シシ トウなどが今までと違って、驚くほど立派に育ち、なおかつ、遅くまで数多く収

穫できました。草取 り知らずで、多収穫、狭い畑でも収量が増える。家庭菜園に最適です。

さて、そんなことを考えていた時、森さんと雑談の機会がありました。「畑や通路に敷きつ

める、安い堆肥はできないだろうか。分解が遅い、少々粗 目の堆肥が良いと思 うのだけど」

と聞いてみると、森さんから「やってみましょう」との力強いお返事。かくして、画期的な

「草取 り知らずの敷きつめ堆肥」の誕生となりました。本当に、森さんのお人柄に感謝です。

「敷きつめ堆肥」は、早い話が、まずはマルチングをして草を抑え、さらにナスや トマ トな

どの収量をアップさせてくれる。畑や通路ばかりではなく、花壇の草も抑え、花も爛漫。作

物の根元に敷けば、千ばつにも強く、水や りもほとんどしなくてよい。これは、森や曲が落

ち葉の腐葉上で草も生えず、水や りしなくても、肥料をまかなくても、病気にもならずに立

派に育っているように、自然の理なんですね。曲や森は、落ち葉の堆肥でマルチングされて

いるのです。

しかも、「敷きつめ堆肥」は、それで終わりではなく、畑に敷いたものは、収穫が終わつた

後、上に漉き込んで、来年の上づくりができるので一石二鳥。どつちみち堆肥は入れるのだ

から、予算は同じ。しかし、なんと言つても、草取 りから解放されたのが、家族全員の笑顔

です。
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FOREX森産業 FOPfズ多珍0ら くらく園芸シリーズ

有機肥料 花も野菜も「花咲か隣さん」
立派な花が、立派な実をつける。

トマ ト⊆Эナスが釘キユウ I など

河村さんちも「花咲か隣さん」で、ナスがたわわ、スイカもなるなる。
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「野菜の象pつ奪が、今ひとつ」
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FOREX森産業 FOPfズ多珍0ら くらく園芸シリーズ

40年以上ご憂顧いただいている回ングセラー商品

河村さんおすすめ 熟成堆肥

《402入 り》

《52入 り》

《らくらく園芸シリーズ 202入り》
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FOREX森産業 FORfズ多珍0らくらく園芸シリーズ

「河本すさたの車取 り鎌」
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